
 

令和８年度第１回 

滝沢市立学校給食センター運営委員会 

 

日 時 令和８年７月８日（水）         

午後４時００分～午後５時００分     

場 所 滝沢市役所 ２階 大会議室 

 

委嘱状交付 

１ 開会 

２ 教育長あいさつ 

３ 議事録署名人の指名 

４ 議題 

（１）学校給食センター運営委員会会長、副会長の選任について 

５ 報告 

（１）令和８年度学校給食センターの運営について 

（２）学校給食費の収納状況等について 

６ その他 

７ 閉会  



番号 氏　　名 新再の別

1 本 宮 真 樹 再任

2 小 野 寺 光 夫 再任

3 中 軽 米 幸 治 新任

4 佐 藤 新 新任

5 吉 田 誠 毅 新任

6 角 谷 隆 章 新任

7 及 川 博 文 新任

8 相 馬 友 幸 新任

9 佐 々 木 亜 弥 新任

10 髙 橋 仁 新任

11 千 葉 文 子 新任

12 髙 橋 正 樹 新任

13 上 野 高 典 新任

14 山 下 金 吾 再任

15 中 村 文 雄 再任

16 太 野 忍 再任

17 大 守 哲 夫 再任

18 照 井 カ ヅ エ 再任

19 伊 藤 紀 子 再任

職　名 氏  名 職　名 氏  名

教 育 長 太 田 厚 子 主 査 松 浦 す み れ

教 育 次 長 滝 田 俊 一 主 査 山 本 賢 治

所 長 谷 地 知 子 栄 養 教 諭 柳 田 晴 美

総 括 主 査 宮 田 聖 子 栄 養 教 諭 小笠原 美保子

副 主 幹 松 本 昭 彦 学 校 栄 養 職 員 五 日 市 理 菜

主 任 主 査 川 村 暁 子

一本木小学校ＰＴＡ会長

滝沢南中学校ＰＴＡ会長

滝沢第二中学校ＰＴＡ会長

滝沢市民生児童委員連絡協議会会長

　　滝沢市教育委員会　滝沢市立学校給食センター職員名簿

滝沢市民生児童委員連絡協議会副会長

滝沢市民生児童委員連絡協議会副会長

滝沢南部主任児童委員

滝沢中部主任児童委員

滝沢北部主任児童委員

鵜飼小学校ＰＴＡ会長
（滝沢市ＰＴＡ連絡協議会会長）

滝沢市立学校給食センター運営委員会委員名簿
（任期：令和8年7月1日～令和9年6月30日）

　職　　　　　　名

滝沢第二小学校長

姥屋敷小中学校長

滝沢東小学校長

滝沢中央小学校長

一本木中学校長

滝沢中学校長
（滝沢市小中学校長会会長）

篠木小学校ＰＴＡ会長

滝沢小学校ＰＴＡ会長

柳沢小中学校長



 

４ 議題  

 

（１）学校給食センター運営委員会会長、副会長の選任について  

 

 

 滝沢市立学校給食センター設置条例（昭和５９年条例第８号）第７条第１項

の規定により、会長及び副会長各１名を委員のうちから互選する。  

 

 

 会 長  １名  

 

 副会長  １名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由  

 全ての委員が新たに委嘱されたことによる。  
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報告資料 

 
 

【令和８年度学校給食センターの運営について】 

Ⅰ 基本目標 

学校教育の一環としての、学校給食の安全と充実及び食育の推進を図る。 

 

Ⅱ 運営目標 

１ 成長期の児童生徒に栄養のバランスのとれた給食を提供する。 

２ 日常における望ましい食習慣を養うため、児童生徒に食に関する指導を行う。 

３ 郷土滝沢､岩手で生産される農水産物の活用に努める。 

４ 安全で適正な価格の食材料確保に努める。 

 

Ⅲ 実践計画 

 １ 会議の開催 

２ 学校給食の提供 

３ 食育の推進 

４ 地産地消の推進 

５ 学校給食事業の情報発信 

６ 給食費の収納率向上 

 

【参考】学校給食法との関わり 

  学校給食法の第１条及び第２条には、学校給食法の目的と学校給食の目標を掲げている。 

～学校給食法［抜粋］～ 

（この法律の目的） 

第１条 この法律は、学校給食が児童及び生徒の心身の健全な発達に資するものであり、かつ、

児童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものであ

ることにかんがみ、学校給食及び学校給食を活用した食に関する指導の実施に関し必要な事項

を定め、もって学校給食の普及充実及び学校における食育の推進を図ることを目的とする。 

（学校給食の目標） 

第２条 学校給食を実施するに当たっては、義務教育諸学校における教育の目的を実現するため

に、次に掲げる目標が達成されるよう努めなければならない。 

１ 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 

２ 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断

力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。 

３ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 

４ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び自然

を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

５ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、勤

労を重んずる態度を養うこと。 

６ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 

７ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 
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Ⅳ 具体的実践計画 

１ 会議の開催                             

（１）給食センター運営委員会の開催 

・目的・・・給食センターの運営に関する重要な事項について、審議し、及び助言を行う。 

   ・時期・・・〔第１回〕令和８年７月８日 、〔第２回〕令和９年２月中旬 

  

（２）学校給食担当者会議の開催 

・目的・・・各学校の給食担当者と、給食及び給食費に関して情報交換を行う。 

・時期・・・〔第１回〕令和８年４月１７日 、〔第２回〕令和９年２月下旬 

 

２ 学校給食の提供                           

（１）給食費関係予算 

 項  目 Ｒ７当初予算額 Ｒ８当初予算額 増  減 

歳 

入 

県支出金 ０千円 １６５，５３６千円 １６５，５３６千円 

給食費（現年分） ２６８，７９９千円 １２６，３５８千円 △１４２，４４１千円 

給食費（滞納繰越分） ２，４５３千円 ２，６１８千円 １６５千円 

雑入 ５５０千円 ５６４千円 １４千円 

市の一般財源より ２２３，７１８千円 ２６９，６４７千円 ４５，９２９千円 

合計 ４９５，５２０千円 ５６４，７２３千円 ６９，２０３千円 

歳

出 

給食食材料費 ２９９，３８４千円 ３４２，１８４千円 ４２，８００千円 

調理等委託・配送委託 １１３，７４８千円 １２４，９９７千円 １１，２４９千円 

学校給食事業費 ８２，３８８千円 ９７，５４２千円 １５，１５４千円 

合計 ４９５，５２０千円 ５６４，７２３千円 ６９，２０３千円 

  ※「雑入」…給食費遅延損害金、実習生受入金、給食食材助成、使用済食用油売却益 

 

（２）給食センター年間稼働日数（予定） 

   年間稼働日数 １８６日  （Ｒ７当初：１８８日） 

   <内訳>               

１学期  ４月１０日（金）～  ７月１７日（金） ６７日 

２学期  ８月２０日（木）～１２月２１日（月） ８２日 

３学期  １月１５日（金）～  ３月１０日（水） ３７日 

※詳細は、別紙「資料１」を参照 
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（３） 給食回数と給食費  （令和８年度改定） 

 小学校 中学校 

給食回数 １７０回 １７０回 

給食費の年額 無償化 ６２，９００円 

１食当り給食費 
（保護者負担）（※） 

３４０円 

→無償化 
３７０円 

年間納期 なし １０期 

第１期給食費 無償化 ７，１００円 

第２～１０期給食費 無償化 ６，２００円 

 

（４）給食対象人員 

 Ｒ７当初 Ｒ８当初 増  減 

小学校（９校）児童 ２，９６６人 ２，８７６人 △９０人 

中学校（６校）生徒 １，６００人 １，５４２人 △５８人 

教職員 ３８７人 ４００人 １３人 

給食センター ４０人 ４０人 なし 

合計 ４，９９３人 ４，８５８人 △１３５人 

 

（５）献立の内容 

    献立は、下記のことに留意しながら作成している。 

    ①栄養所要量の確保 

    ②旬の食材や行事の配慮 

    ③嗜好上の考慮・・・年１回各小中学校の希望献立を実施 

    ④経済上の考慮・・・１食当たりの給食費で賄えるような食材選定と献立作成 

    ⑤衛生上の配慮・・・食中毒防止等のため、気温の高い時期を考慮した献立作成 

     （６～９月の混ぜご飯休止、和え物への使用食材の考慮など） 

    ⑥調理作成上の配慮・・・時間内に衛生的な作業を行えるよう配慮した献立作成 

（食数が多く１種類の主菜を時間内に調理できないため、小中別の主菜で献立を作成） 

    ⑦アレルギー上の配慮・・・アレルギー症状を発症させないよう配慮した献立作成 

     （重篤な症状の出やすい蕎麦やクルミは使用しない、一つの献立にアレルゲンの種類

が多くならないようにするなどの対応） 

    

（６）給食食材の選定 

給食食材は、下記のことに留意しながら選定している。 

   ①地場産品の活用（米、牛乳、生産供給組合納入野菜等） 

    ②安全な食材の確保 

     ・滝沢産→県産→国産→外国産の順に、地元の食材を優先して使用している。 

・生鮮野菜以外の全ての食材については、成分表により食材の組成内容を確認し、不

必要な食品添加物等の使用されていない食材を選定している。 

※１食当りの 

食材料費は、 

小学校：３８０円 

中学校：４１０円 
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     ・見積において見本品審査を行い、味や鮮度、形状、見た目など総合的に良品とみな

された食材を選定している。 

    ③調理作業時間への配慮 

     ・食材形態（冷凍・冷蔵等）や包装内容の形態等、時間内に効率的な作業を行えるよ

う配慮している。 

   

（７）飲料用牛乳のアレルギー対応の実施 

    食物アレルギー等により牛乳を飲むことができない児童生徒及び教職員に対し、学校生

活管理指導表の写しの提出により該当児童生徒及び教職員への飲料用牛乳の提供を中止し、

飲料用牛乳分の学校給食費を減額している。 

    ※実際の学校生活管理指導表は、別紙「資料２」を参照 

 

３ 食育の推進                             

（１）「食に関する指導」の実施 

     正しい食習慣の理解のため、栄養教諭が各学校を訪問し、児童生徒に直接「食に関する

指導」を実施している。 

  例年、市内小学校５年生の全学級並びに希望する小中学校で実施しており、今年度も同

様に実施している。 

    ※詳細は、別紙「資料３・４」を参照 

（２）「希望献立」の実施 

    児童生徒が自ら考えた献立を給食として提供することにより、給食への関心や食べるこ

とへの意欲を持たせる。また、献立を考える機会を持つことで、食事形態や栄養バランス

を理解するきっかけとする。 

   市内全小中学校で実施する。 

   ※詳細は、別紙「資料５・６」を参照 

 

４ 地産地消の推進                           

地場産品の使用を推進する。 

・米     ････滝沢産銀河のしずく（令和７年１０月分までは滝沢産あきたこまちを使 

用） 

・牛乳    ････原乳は滝沢産も使用。  

・野菜・りんご････滝沢市学校給食食材生産供給組合から市内産を納入 

           品目＝きゅうり、大根、キャベツ、ピーマン、長ねぎ、ごぼう、白菜、 

人参、ミニトマト、りんご、さつまいも、なす等 

  ・加工品   ････前年度と同様に、滝沢産の食材を加工したものを使用予定 
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５ 学校給食事業の情報発信                       

（１）学校給食センターＰＲ事業 

①滝沢産食材使用のふれあい給食会の開催（姥屋敷小・中学校で１０月に開催予定） 

②滝沢市学校給食センター見学・試食会の開催（１月頃予定） 

 

（２）学校給食センター情報発信事業 

   ①「健康づくり宣言」の取組みとして「おすすめ給食レシピ」のブログによる情報発信 

②毎月の献立表の裏面活用による情報発信（食育、給食費等） 

③市ホームページによる情報発信 

   ・学校給食センター運営委員会議事録の公表 

   ・献立表の掲載 

   ・ブログによる毎日の給食メニューの紹介等  

④滝沢産食材の使用予定を全小中学校にお知らせ 

 

６ 給食費の収納率向上                         

収納率向上のために下記のとおり実施する。 

①納め忘れのない口座振替の促進 

②２４時間３６５日利用(支払)可能なコンビニ納付の促進 

③各学校での学期末面談後に給食センター職員による納付面談の実施 

④児童手当から差引く納付方法やその他、期限内納付の勧奨などチラシによる周知 

 

Ⅴ 学校給食センターの衛生管理について                         

（１）腸内細菌検査について 

  ①学校給食センター関係者の腸内細菌検査の実施 

   調理業務委託業者及び給食センター職員 （月２回の実施） 

   ※ノロウイルスの検査は８月及び１１月から３月まで毎月１回実施予定。 

  ②給食配送業務委託業者及び食材納入業者の腸内細菌検査 （月１回実施） 

（２）食品検査の実施 

  ①食品添加物検査、残留農薬検査、食品細菌検査を実施予定。 

（３）衛生管理定期検査（年３回） 

  ①定期検査、②拭き取り検査の実施 

学校給食衛生管理基準に基づき、薬剤師等により、食中毒や異物混入の恐れがないか、調

理環境の目視や調理従事者への聞き取り、書類の点検等を行う。           

また、定期検査に合わせ、調理施設内の設備や調理器具等の衛生状態を調べる。 
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〔参 考〕 

◇ 施設概要 

    名  称    滝沢市立学校給食センター 

                TEL  ０１９－６８７－３４５１ 

                FAX  ０１９－６８７－３４５２ 

所 在 地    岩手県滝沢市外山８６番地１８ 

建設年度   昭和５８年度(昭和６３・平成１０・１２年度増築) 

供用開始   昭和５９年４月９日 

調理能力   ６，０００食（創設時５，０３４食） 

敷地面積   ４，５３９．２６㎡ 

建  物    鉄骨造一部２階建 延べ面積 １，７０１．０４㎡ 

建設当初総事業費  ４２１，５３０千円 

 

◇ 給食センターブログ 

  給食の写真や、おすすめ給食レシピを掲載 

   

https://blog.canpan.info/takizawa 

検索キーワード「滝沢市 給食 ブログ」 

ＱＲコード 
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月　　　別 稼働日数 小計 学期別稼働期間 第2金曜
（パン）

第4金曜
（パン） 計

４月 14日 ４月１０日（金） R8.4.10 R8.4.24 2回

５月 18日 R8.5.8 R8.5.22 2回

６月 22日 R8.6.12 R8.6.26 2回

７月 13日 ７月１７日（金） R8.7.10 1回

８月 8日 ８月２０日（木） R8.8.28 1回

９月 19日 R8.9.11 R8.9.25 2回

１０月 21日 R8.10.9 R8.10.23 2回

１１月 19日 R8.11.13 R8.11.27 2回

１２月 15日 １２月２１日（月） R8.12.11 1回

１月 11日 １月１５日（金） R9.1.22 1回

２月 18日 R9.2.12 R9.2.26 2回

３月 8日 ３月１０日（水） 0回

合計 9回 9回 18回

小学校 前年度175回

中学校 　　〃　170回

センター 　　〃　188回

週４．５回（前年度週４．５回)

　（年間　小学校　１５２回、中学校　１５２回、センター　１６８回）

週０．５回（偶数週の金曜日）前年度週０．５回

　（年間　小学校　１８回、中学校　１８回、センター　１８回）

＊稼働期間内であっても、８００食以下の場合は稼働できないため、

　「全校給食なし」となります。

３
学
期

37日

令和８年度　給食センター稼働日数
滝沢市立学校給食センター

１
学
期

67日

２
学
期

82日

＊米飯給食回数

＊パン給食回数

186日

給
食
回
数

170回

170回

186回

資料１
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【
表

】
学

校
生

活
管

理
指

導
表

（
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

用
）

名
前

（
男

 ・
 女

）
年

月
日

生
年

組
提

出
日

年
月

日

※
こ

の
生

活
管

理
指

導
表

は
、

学
校

の
生

活
に

お
い

て
特

別
な

配
慮

や
管

理
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

に
医

師
が

作
成

す
る

も
の

で
す

。

★
保

護
者

Ａ
　

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
病

型
（
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

あ
り

の
場

合
の

み
記

載
）

Ａ
　

給
食

電
話

：

１
．

即
時

型
１

．
管

理
不

要
２

．
管

理
必

要

２
．

口
腔

ア
レ

ル
ギ

ー
症

候
群

３
．

食
物

依
存

性
運

動
誘

発
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
Ｂ

　
食

物
・
食

材
を

扱
う

授
業

・
活

動

１
．

管
理

不
要

２
．

管
理

必
要

★
連

絡
医

療
機

関

Ｂ
　

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

病
型

（
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
の

既
往

あ
り

の
場

合
の

み
記

載
）

医
療

機
関

名
：

１
．

食
物

）
Ｃ

　
運

動
（
体

育
・
部

活
動

等
）

２
．

食
物

依
存

性
運

動
誘

発
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
１

．
管

理
不

要
２

．
管

理
必

要

３
．

運
動

誘
発

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

４
．

昆
虫

（
）

Ｄ
　

宿
泊

を
伴

う
校

外
活

動

５
．

医
薬

品
（

）
１

．
管

理
不

要
２

．
管

理
必

要
電

話
：

６
．

そ
の

他
（

）

Ｅ
　

原
因

食
物

を
除

去
す

る
場

合
に

よ
り

厳
し

い
除

去
が

必
要

な
も

の

Ｃ
　

原
因

食
物

・
除

去
根

拠
　

　
該

当
す

る
食

品
の

番
号

に
○

を
し

、
か

つ
《　

》内
に

除
去

根
拠

を
記

載

１
．

鶏
卵

 《
》

［
除

去
根

拠
］
　

該
当

す
る

も
の

全
て

を
 《

　
》
 内

に
記

載

２
．

牛
乳

・乳
製

品
 《

》
①

 明
ら

か
な

症
状

の
既

往
  

  
  

  
  

  
  

②
 食

物
経

口
負

荷
試

験
陽

性

３
．

小
麦

 《
》

③
 I
gE

抗
体

等
検

査
結

果
陽

性
④

 未
摂

取
　

鶏
卵

：卵
殻

カ
ル

シ
ウ

ム
 

記
載

日

４
．

ソ
バ

 《
》

 （
　

）
に

具
体

的
な

食
品

名
を

記
載

　
牛

乳
：乳

糖
・乳

清
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

５
．

ピ
ー

ナ
ッ

ツ
　

 《
》

　
小

麦
：醤

油
・酢

・味
噌

 

６
．

甲
殻

類
 《

》
（

　
大

豆
：大

豆
油

・醤
油

・味
噌

年
月

日

７
．

木
の

実
類

 《
》

（　
す

べ
て

・ク
ル

ミ
・カ

シ
ュ

ー
・ア

ー
モ

ン
ド

　
　

　
　

　
　

　
）

ゴ
マ

：ゴ
マ

油
医

師
名

８
．

果
物

類
 《

》
（　

）
魚

類
：か

つ
お

だ
し

・い
り

こ
だ

し
・魚

醤
　

　

９
．

魚
類

 《
》

（　
）

肉
類

：エ
キ

ス
㊞

1
0．

肉
類

 《
》

（　
）

1
1．

そ
の

他
１

 《
》

（　
）

Ｆ
　

そ
の

他
の

配
慮

・
管

理
事

項
(自

由
記

述
）

医
療

機
関

名

1
2．

そ
の

他
２

 《
》

（　
）

Ｄ
　

緊
急

時
に

備
え

た
処

方
薬

１
．

内
服

薬
（
抗

ヒ
ス

タ
ミ

ン
薬

、
ス

テ
ロ

イ
ド

薬
）

２
．

ア
ド

レ
ナ

リ
ン

自
己

注
射

薬
（「

エ
ピ

ペ
ン

®
」）

３
．

そ
の

他
（

）

★
保

護
者

Ａ
　

症
状

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
状

態
Ａ

　
運

動
（
体

育
・
部

活
動

等
）

電
話

：

１
．

良
好

２
．

比
較

的
良

好
３

．
不

良
１

．
管

理
不

要
２

．
管

理
必

要

Ｂ
-
１

　
長

期
管

理
薬

（
吸

入
）

Ｂ
　

動
物

と
の

接
触

や
ホ

コ
リ

等
の

舞
う

環
境

で
の

活
動

１
．

ス
テ

ロ
イ

ド
吸

入
薬

 （
）

（
）

１
．

管
理

不
要

２
．

管
理

必
要

★
連

絡
医

療
機

関

２
．

ス
テ

ロ
イ

ド
吸

入
薬

／
長

時
間

作
用

性
吸

入
ベ

ー
タ

刺
激

薬
配

合
剤

 
 （

）
（

）
医

療
機

関
名

：

３
．

そ
の

他
 （

）
（

）
Ｃ

　
宿

泊
を

伴
う

校
外

活
動

１
．

管
理

不
要

２
．

管
理

必
要

電
話

：

Ｂ
－

２
　

長
期

管
理

薬
（
内

服
）

１
．

ロ
イ

コ
ト

リ
エ

ン
受

容
体

拮
抗

薬
 （

）
Ｄ

　
そ

の
他

の
配

慮
・
管

理
事

項
(自

由
記

述
)

２
．

そ
の

他
 （

）
記

載
日

Ｂ
－

３
　

長
期

管
理

薬
（
注

射
）

年
月

日

１
．

生
物

学
的

製
剤

 （
）

医
師

名

㊞

Ｃ
　

発
作

時
の

対
応

１
．

ベ
ー

タ
刺

激
薬

吸
入

 （
）

（
）

医
療

機
関

名

２
．

ベ
ー

タ
刺

激
薬

内
服

 （
）

（
）

気 管 支 ぜ ん 息

（ あ り ・ な し ）

薬
剤

名
投

与
量

／
日

薬
剤

名

薬
剤

名

【 緊 急 時 連 絡 先 】
薬

剤
名

投
与

量
／

日

病
型

・
治

療
学

校
生

活
上

の
留

意
点

食 物 ア レ ル ギ ー

（ あ り ・ な し ）

す
べ

て
 ・

 エ
ビ

 ・
 カ

ニ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

す
べ

て
 ・

 ク
ル

ミ
 ・

 カ
シ

ュ
ー

 ・
 ア

ー
モ

ン
ド

　
　

　
　

　

学
校

名
学

校
医

等

ア ナ フ ィ ラ キ シ ー

病
型

・
治

療
学

校
生

活
上

の
留

意
点

※
本

欄
に

○
が

つ
い

た
場

合
、

該
当

す
る

食
品

を
使

用
し

た
料

理
に

　
つ

い
て

は
、

給
食

対
応

が
困

難
と

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

／

【 緊 急 時 連 絡 先 】

（原
因

（ あ り ・ な し ）
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【
裏

】
学

校
生

活
管

理
指

導
表

（
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

用
）

名
前

（
男

 ・
 女

）
年

月
日

生
年

組
提

出
日

年
月

日

記
載

日

Ａ
　

重
症

度
の

め
や

す
（
厚

生
労

働
科

学
研

究
班

）
Ａ

　
プ

ー
ル

指
導

及
び

長
時

間
の

紫
外

線
下

で
の

活
動

１
．

軽
症

：
面

積
に

関
わ

ら
ず

、
軽

度
の

皮
疹

の
み

見
ら

れ
る

。
　

１
．

管
理

不
要

２
．

管
理

必
要

年
月

日

２
．

中
等

症
：強

い
炎

症
を

伴
う

皮
疹

が
体

表
面

積
の

10
％

未
満

に
見

ら
れ

る
。

医
師

名

３
．

重
症

：
強

い
炎

症
を

伴
う

皮
疹

が
体

表
面

積
の

10
％

以
上

、
3
0％

未
満

に
見

ら
れ

る
。

Ｂ
　

動
物

と
の

接
触

４
．

最
重

症
：強

い
炎

症
を

伴
う

皮
疹

が
体

表
面

積
の

30
％

以
上

に
見

ら
れ

る
。

１
．

管
理

不
要

２
．

管
理

必
要

㊞

＊
軽

度
の

皮
疹

：軽
度

の
紅

斑
、

乾
燥

、
落

屑
主

体
の

病
変

＊
強

い
炎

症
を

伴
う

皮
疹

：紅
斑

、
丘

疹
、

び
ら

ん
、

浸
潤

、
苔

癬
化

な
ど

を
伴

う
病

変
Ｃ

　
発

汗
後

医
療

機
関

名

１
．

管
理

不
要

２
．

管
理

必
要

Ｂ
-
１

　
常

用
す

る
外

用
薬

Ｂ
-
２

　
常

用
す

る
内

服
薬

Ｂ
-
３

　
常

用
す

る
注

射
薬

１
．

ス
テ

ロ
イ

ド
軟

膏
１

．
抗

ヒ
ス

タ
ミ

ン
薬

1．
生

物
学

的
製

剤
Ｄ

　
そ

の
他

の
配

慮
・
管

理
事

項
(自

由
記

述
)

２
．

タ
ク

ロ
リ

ム
ス

軟
膏

２
．

そ
の

他

　
 （

「プ
ロ

ト
ピ

ッ
ク

®
」）

３
．

保
湿

剤

４
．

そ
の

他
（

）

記
載

日

Ａ
　

病
型

Ａ
　

プ
ー

ル
指

導

１
．

通
年

性
ア

レ
ル

ギ
ー

性
結

膜
炎

１
．

管
理

不
要

２
．

管
理

必
要

年
月

日

２
．

季
節

性
ア

レ
ル

ギ
ー

性
結

膜
炎

（花
粉

症
）

医
師

名

３
．

春
季

カ
タ

ル
Ｂ

　
屋

外
活

動

４
．

ア
ト

ピ
ー

性
角

結
膜

炎
１

．
管

理
不

要
２

．
管

理
必

要
㊞

５
．

そ
の

他
（

）

Ｃ
　

そ
の

他
の

配
慮

・
管

理
事

項
（
自

由
記

載
）

医
療

機
関

名

Ｂ
　

治
療

１
．

抗
ア

レ
ル

ギ
ー

点
眼

薬

２
．

ス
テ

ロ
イ

ド
点

眼
薬

３
．

免
疫

抑
制

点
眼

薬

４
．

そ
の

他
（

）

記
載

日

Ａ
　

病
型

Ａ
　

屋
外

活
動

１
．

通
年

性
ア

レ
ル

ギ
ー

性
鼻

炎
１

．
管

理
不

要
２

．
管

理
必

要
年

月
日

２
．

季
節

性
ア

レ
ル

ギ
ー

性
鼻

炎
（花

粉
症

）
医

師
名

主
な

症
状

の
時

期
：　

　
春

　
、

　
夏

　
、

　
秋

　
、

　
冬

Ｂ
　

そ
の

他
の

配
慮

・
管

理
事

項
（
自

由
記

載
）

㊞

Ｂ
　

治
療

１
．

抗
ヒ

ス
タ

ミ
ン

薬
・抗

ア
レ

ル
ギ

ー
薬

（内
服

）
医

療
機

関
名

２
．

鼻
噴

霧
用

ス
テ

ロ
イ

ド
薬

３
．

舌
下

免
疫

療
法

（ダ
ニ

・ス
ギ

）

４
．

そ
の

他
（

）

学
校

に
お

け
る

日
常

の
取

組
及

び
緊

急
時

の
対

応
に

活
用

す
る

た
め

、
本

票
に

記
載

さ
れ

た
内

容
を

学
校

の
全

教
職

員
及

び
関

係
機

関
等

で
共

有
す

る
こ

と
に

同
意

し
ま

す
。

保
護

者
氏

名

ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎

（ あ り ・ な し ）

病
型

・
治

療
学

校
生

活
上

の
留

意
点

ア レ ル ギ ー 性 結 膜 炎

病
型

・
治

療
学

校
生

活
上

の
留

意
点

（ あ り ・ な し ）

ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎

病
型

・
治

療
学

校
生

活
上

の
留

意
点

（ あ り ・ な し ）
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 資料３  

令和８年度「食に関する指導」について  

１ 目的 

   食に関する指導を受けることにより、生涯を通じて健やかに生きるための望ましい

食習慣や自己管理能力を身に付け、健全な食生活への実践につなげることを目的とす

る。 

２ 食育の視点  

（１）食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解させる。【食事の重要性】  

（２）心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管

理していく能力を身に付けさせる。【心身の健康】  

（３）正しい知識・情報に基づいて、食品の品質及び安全性等について自ら判断できる能

力を身に付けさせる。【食品を選択する能力】 

（４）食べ物を大事にし、食料の生産等に関わる人々へ感謝する心をもたせる。【感謝の

心】 

（５）食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付けさせる。【社会性】  

（６）各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解させるとともに、尊重する心を

もたせる。【食文化】  

３ 実施内容  

（１）小学校５年生の全学級で実施します。それ以外の学年では、希望に応じて行いま

す。内容や指導時間に関しては資料４の通りとします。  

（２）指導日が近くなりましたら、給食（食育）担当の先生と連絡を取り合い、詳細な日

程の確認をいたします。 

（３）給食時間の様子を見させていただく場合もあります。  

４ 指導実施期間及び指導時間  

  ①指導実施期間  

令和８年５月～令和８年１２月の間で、資料４の表に基づき、各学校の希望日を

調整し決定します。調整後、４月下旬に各学校へお知らせします。  

②指導時間  

２・３・４・５校時を基本とします。２０分授業または４５分授業（中学校は５

０分授業のみ）を選択して下さい。  

５ 「学校訪問」について  

     児童生徒の喫食の様子を把握し、献立作成や調理の向上に資するためこちらから

訪問させていただくこともあります。その際に、給食時間の放送を実施している学

校では全校放送でお話しさせていただくことも考えております。  

６ その他 

各教科等での栄養教諭による授業や講話等をご希望される場合はご相談くださ

い。 

  （例）・家庭科や保健体育など各教科での授業   

・給食試食会でのミニ講話      
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 資料４  

食に関する指導の実施予定・指導内容  

１ 実施予定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 指導内容  

 

【小学校４５分指導・中学校５０分指導について】  

・指導日の１週間程度前に、給食担当の先生宛に指導案を送付いたします。 

・学級担任をＴ１、栄養教諭をＴ２とするＴ・Ｔ方式による指導にご協力をお願いしま

す。主に児童生徒の指名、話し合い活動の進行、児童生徒の発表部分、学習のまとめ

部分をＴ１である担任の先生にお願いすることになります。  

 

月 「食に関する指導」実施予定校  

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月 

１２月 

鵜飼小学校①・一本木小学校  

鵜飼小学校②・滝沢東小学校 

鵜飼小学校③・篠木小学校・柳沢小中学校  

滝沢小学校①・姥屋敷小中学校  

滝沢小学校②・滝沢中央小学校① 

滝沢小学校③・滝沢第二小学校 

滝沢第二中学校・一本木中学校・滝沢中央小学校②  

滝沢南中学校・滝沢中学校  

指導学年  題材名 
指導時間  

（選択）  

小学校５年生 全学級 「朝ごはんをきちんと食べよう」  ４５分 

小学校１年生  

希望学級  

「やさいをたべよう」 ２０分 

小学校２年生  「おはし名人をめざそう」 ４５分 

小学校３年生  「じょうぶな骨をつくろう」  ２０分・４５分  

小学校４年生  「食べ物の３つの仲間を知ろう」  ２０分・４５分  

小学校６年生  「おやつについて考えよう」 ４５分 

中学校１年生  「朝食について考えよう」  ５０分 

中学校２・３年生  
「スポーツと栄養」・「地域の食材

と食文化」  
５０分 
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 資料５  

令和８年度「希望献立」の実施について 

  

１ 目的 

（１）児童生徒が学校給食の献立作成を通して給食への興味、関心を高め、自ら考えた献立を実際に給

食として実施することで、食べることへの意欲を持たせる。 

（２）食事の形態や栄養のバランスを理解する機会とする。 

 

２ 実施方法 

（１）希望献立の実施方法及び取りまとめは各学校で行います。 

（２）決まった希望献立は、別紙に記入し給食センターへ提出して下さい。（２つの献立をお願いしま

す。） 

（３）提出された献立が、栄養面や価格面で配慮が必要な場合は、随時連絡を取り合い調整・決定する

こととします。 

（４）希望献立のねらい等は、記入いただいた用紙のまま実施月の給食だよりに掲載しますので、濃く

はっきりとした字でご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 日程   

（１）献立作成の都合上、提出期限が早くなっておりますが、ご協力をお願いいたします。 

（２）令和８年度から、衛生面の関係で６月から９月頃までサラダなどの冷たい副菜の提供を控えるこ

ととなった都合で、希望献立の実施が１０月からとなります。  

（３）実施月は予定であり、提出があった学校の希望献立をみてからこちらで検討する場合がございま

す。 

実施予定月 学校名 提出期限 

１０月 柳沢小学校・柳沢中学校、滝沢中央小学校、滝沢南中学校 ６月３０日（火） 

１１月 篠木小学校、滝沢小学校、一本木小学校、一本木中学校 ６月３０日（火） 

１２月 滝沢東小学校、滝沢第二中学校 ９月１８日（金） 

１月 滝沢第二小学校、滝沢中学校 １０月２３日（金） 

２月 鵜飼小学校、姥屋敷小学校・姥屋敷中学校 １０月２３日（金） 

  

【注意事項】 

◆主食は、「白いごはん」献立でご検討願います。味付けごはん、パン、ナンは除きます。 

◆第１・第２希望の２つの献立を考案し、提出をお願いいたします。２つの献立内容は全く違

うものでお願いします。（例えば、第１希望も第２希望もカレーは不可） 

◆実施月に担当校で同じようなメニューが重なった場合には、提出が早かった学校を優先しま

す。 

◆希望献立は過去の給食献立表を参考に、提供があったメニューの中から考えていただけます

と幸いです。 

◆うどんやラーメンなどは全校給食がある日に作ることができないためお控えください。 
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令和８年度　滝沢市立学校給食センター給食年間指導計画 資料６
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

アスパラガス・山菜
春キャベツ・菜の花

いちご・美生柑
清見オレンジ

水菜・にら・山菜
アスパラガス

水菜・ピーマン・にら
アスパラガス

キャベツ・きゅうり
ズッキーニ・なす・トマト

ピーマン・スイカ

大根・キャベツ・きゅうり
なす・ミニトマト・オクラ
ピーマン・枝豆・南瓜

パイン

大根・白菜・キャベツ
きゅうり・なす・枝豆

りんご・梨

大根・白菜・キャベツ
ねぎ・里芋・さつまいも

りんご・梨

白菜・ねぎ・南瓜
しいたけ・里芋

さつまいも・りんご

ねぎ・にら・南瓜
さつまいも

みかん・りんご

白菜・青梗菜
ねぎ・大根・春菊
寒じめほうれん草

みかん

白菜・ねぎ・青梗菜
大根・春菊

いよかん・みかん

菜の花・春キャベツ
いちご

デコポン・甘夏

米 米 米
米・大根・キャベツ

ミニトマト・ズッキーニ

米・キャベツ・きゅうり
ねぎ・ミニトマト・大根

ピーマン・なす

米・にんじん・大根
ピーマン・きゅうり

ねぎ・キャベツ・りんご

米・大根
ねぎ・白菜・ピーマン
キャベツ・にんじん

さつまいも・ごぼう・りんご

米・ねぎ
キャベツ・大根・白菜

にんじん・さつまいも・ごぼ
う・りんご

米・ねぎ
白菜・にんじん・大根

キャベツ・さつまいも・ごぼ
う・りんご

米
大根・にんじん

ねぎ・白菜・ごぼう

米
大根・にんじん

ねぎ・白菜・ごぼう

米
大根・ねぎ・ごぼう

岩手の
郷土食や

主な特産品

行事食
入学・進級
お祝い給食
食育の日

端午の節句
食育の日

歯と口の健康週間
食育の日

七夕給食
食育の日

野菜の日
食育の日

十五夜
食育の日

岩手鶏肉の日
食育の日

鮭の日　和食の日
いい肉の日
食育の日

クリスマス給食
冬至給食
食育の日

学校給食週間
食育の日

節分給食
食育の日

桃の節句
卒業・修了
お祝い給食

食育の日テーマ
～かみかみ献立～

かみかみ献立① かみかみ献立② かみかみ献立③ かみかみ献立④ かみかみ献立⑤ かみかみ献立⑥ かみかみ献立⑦ かみかみ献立⑧ かみかみ献立⑨ かみかみ献立⑩ かみかみ献立⑪

滝沢中央小
滝沢南中

柳沢小・柳沢中
【６月３０日（火）】

滝沢小・篠木小
一本木小・一本木

中
【６月３０日（火）】

滝沢東小
滝沢第二中

【９月１８日(金）】

滝沢第二小
滝沢中

【１０月２３日（金）】

姥屋敷小・姥屋敷
中

鵜飼小
【１０月２３日（金）】

指導内容

指導計画
鵜飼小①
一本木小

鵜飼小②
滝沢東小

鵜飼小③
篠木小

柳沢小中

滝沢小①
姥屋敷小中

滝沢小②
滝沢中央小①

滝沢小③
滝沢第二小

滝沢第二中
一本木中

滝沢中央小②

滝沢南中
滝沢中

学校給食について
食育の日

バランスの良い食事
端午の節句
食育の日

食育月間
かむことの大切さ

食育の日

夏休みの食事
七夕

食育の日

早寝・早起き・朝ご飯
野菜の日
食育の日

十五夜
スポーツ栄養

食育の日

野菜と果物
岩手鶏肉の日

食育の日

勤労感謝、鮭の日
いい肉の日、和食の日

食育の日

冬休みの食事
冬至

食育の日

学校給食週間
食育の日

大豆・節分
食育の日

１年間のまとめ
桃の節句

目標 ・給食について知ろう
・バランスよく

食べよう
・歯と口の健康につい

て考えよう
・暑さに負けない

食事をしよう
・朝食をしっかり食べ

よう
・スポーツ栄養につい

て知ろう
・身体の調子を整える

食べ物を知ろう
・感謝して食べよう

・寒さに負けない
食事をしよう

・おやつの食べ方を
考えよう

・日本の食文化や給食
の歴史を知ろう

・郷土の食べ物を知ろ
う

・身体を作る食べ物を
知ろう

・１年間の反省を
しよう

指導内容

・学校給食のねらいにつ
いて知らせる。
・滝沢市の給食の特徴に
ついて知らせる。

・バランスの良い食事につ
いて知らせる。
・好き嫌いしないで食べる
ことの必要性を知らせる。

・よくかんで食べる必要性
を知らせる。
・かみごたえのある食材
や、歯を丈夫にするため
に必要なカルシウムの多
い食材について知らせ
る。

・暑さに負けない食品につ
いて知らせ、夏の食生活
について考えさせる。
・水分補給の大切さにつ
いて知らせる。

・朝食をしっかり食べるこ
とで、１日を元気に過ごせ
ることを知らせる。
・炭水化物が脳のエネル
ギーになることを知らせ
る。

・運動をする際に気をつけ
たい食事内容や、栄養バ
ランスについて知らせる。

・不足しがちな野菜類や果
物に含まれるビタミン類、
食物繊維について知らせ
る。

・給食に関わっている人
や、生産者の苦労を知ら
せ感謝の気持ちを持たせ
る。

・寒さに負けない食品につ
いて知らせ、冬の食生活
について考えさせる。
・おやつの内容や食べ方
について知らせ、正しい選
択をできるようにさせる。

・給食の歴史を知り、給食
について考えさせる。
・行事食の由来等につい
て知らせる。
・郷土の特産物について
知らせ、郷土の良さを認
識させる。

・身体を作るのに必要なた
んぱく質やカルシウムに
ついて知らせる。
・大豆には良質なたんぱく
質が含まれ、様々な加工
品があることを知らせる。

・一年間の食生活につい
て反省し、食生活の改善
に努める意欲を持たせ
る。

①3月6日（金）

②4月1日（水）
確定版

献
立
作
成
上
の
配
慮

旬の食材

滝沢市の地場産物

食文化の
伝承

学
校
と
の
連
携

【郷   土   食】 …ひっつみ・けんちん汁・のっぺい汁・せんべい汁・煮しめ・さんまのすり身汁・いものこ汁・南部焼き・すき昆布煮・がんづき・きりせんしょ　など

【主な特産品】…鮭・わかめ・めかぶ・すきこんぶ・鶏肉・豚肉・牛肉・銀河きくらげ・友情キムチ・岩泉ヨーグルト・松ぼっくりヨーグルト・おおのゆめヨーグルト・山ぶどう・ブルーベリー・りんご　など

希望献立
【提出締切日】

食に関する指導

＜小学校＞
　　・１年「やさいをたべよう（２０分）」　　　・２年「おはし名人になろう（４５分）」　　　・３年「じょうぶな骨をつくろう」
　　・４年「食べ物の３つの仲間を知ろう」　　　・　５年「朝ごはんをきちんと食べよう（４５分）」※全学級　　　・６年「おやつについて考えよう（４５分）」
　　（※時間指定の題材以外は、指導時間２０分又は４５分の選択）
＜中学校＞　・１年「朝食について考えよう」　　　・２、３年「スポーツと栄養」、「地域の食材と食文化」
　
　【小学校５年生以外は、希望する学級】

教室掲示資料テーマ

家
庭
.

地
域
と
の
連
携

人員報告書・行事予定表
提出締切日

9月10日（木） 10月9日（金） 11月10日（火）

給食だより

その他 ・アレルギー対応表の配布　　・滝沢市学校給食食材生産供給組合との連携（7月～3月頃）　　

12月10日（木） 12月17日（木） 1月6日（水）4月9日（木） 5月8日（金） 6月10日（水） 7月9日（木） 7月17日（金）
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○学校給食費年度別収納状況
 （現年分） 【令和８年５月末現在】

年度 収入予定額 収納額 不納欠損額 未収額 件数 収納率

H22 246,205,148円 240,328,339円 5,876,809円 202件 97.61%

H23 247,561,258円 243,640,558円 3,920,700円 197件 98.42%

H24 246,179,269円 242,610,692円 3,568,577円 133件 98.55%

H25 245,999,964円 243,241,158円 2,758,806円 130件 98.88%

H26 249,052,836円 246,223,346円 2,829,490円 108件 98.86%

H27 260,062,080円 257,536,550円 2,525,530円 113件 99.03%

H28 260,506,928円 257,923,604円 2,583,324円 106件 99.01%

H29 259,044,156円 257,235,456円 1,808,700円 85件 99.30%

H30 255,163,752円 253,333,104円 1,830,648円 76件 99.28%

R01 246,272,568円 244,148,500円 2,124,068円 104件 99.14%

R02 254,248,876円 252,493,004円 1,755,872円 80件 99.31%

R03 255,943,816円 253,970,136円 1,973,680円 65件 99.23%

R04 254,318,496円 252,025,320円 2,293,176円 100件 99.10%

R05 265,001,597円 262,704,048円 2,297,549円 97件 99.13%

R06 274,040,389円 270,905,529円 3,146,060円 101件 98.86%

R07 266,630,300円 263,759,530円 2,870,770円 112件 98.92%

 （滞納繰越分） 【令和８年３月末現在】

年度 収入予定額 収納額 不納欠損額 未収額 件数 収納率

H22 51,024,872円 3,985,023円 1,118,240円 45,921,609円 1,322件 7.81%

H23 51,798,418円 5,889,273円 1,325,625円 44,583,520円 1,232件 11.37%

H24 48,504,220円 6,666,373円 242,150円 41,595,697円 1,159件 13.74%

H25 45,168,774円 6,832,076円 38,336,698円 1,077件 15.13%

H26 41,095,504円 6,305,479円 34,790,025円 987件 15.34%

H27 37,619,515円 5,706,181円 580,115円 31,333,219円 888件 15.17%

H28 33,858,749円 4,943,714円 28,915,035円 821件 14.60%

H29 31,498,359円 4,165,162円 27,333,197円 766件 13.22%

H30 29,141,897円 4,254,858円 24,887,039円 702件 14.60%

R01 26,717,687円 4,176,290円 22,541,397円 642件 15.63%
還付、調定変更
年度誤り 14,772円

R02 24,665,465円 3,335,569円 21,329,896円 704件 13.52%

R03 23,085,768円 2,802,985円 20,282,783円 599件 12.14% 還付年度違い 14,100円

R04 22,256,463円 2,025,594円 731,160円 19,499,709円 690件 9.10% 14,101円

R05 21,792,885円 3,414,031円 38,624円 18,340,230円 552件 15.67%

R06 20,717,739円 2,076,110円 18,641,629円 571件 10.02%

R07 21,787,689円 2,807,340円 97,300円 18,883,049円 575件 12.88%

備  考

備  考

97.61%

98.42% 98.55%

98.88%

98.86%

99.03%

99.01%

99.30%

99.28%
99.14%

99.31%

99.23% 99.10%

99.13%

98.86%

98.92%

97.00%

97.50%

98.00%

98.50%

99.00%

99.50%

100.00%

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07

収納率グラフ（H22-R07現年賦課分）
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○学校給食費の滞納繰越分の関係資料

【滞納繰越分】

ア　賦課年度別収納状況 【令和８年３月末現在】

※令和７年度中に収納した過去の給食費を賦課年度ごとに分けています。

賦課
年度

賦課
年度

H9 H23

H10 H24

H11 H25

H12 H26

H13 H27

H14 H28

H15 H29

H16 H30

H17 R01

H18 R02

H19 R03

H20 R04

H21 R05

H22 R06

合計

未収額

120,542円 0円 120,542円 621,352円 24,127円 597,225円

収入予定額 収納額 未収額 収入予定額 収納額

373,891円 0円 373,891円 375,404円 0円 375,404円

116,120円 8,000円 108,120円 532,933円 0円 532,933円

804,138円 33,000円 771,138円 428,328円 0円 428,328円

500,001円 45,000円 455,001円 409,680円 0円 409,680円

948,990円 0円 948,990円 268,600円 0円 268,600円

712,022円 20,000円 692,022円 412,224円 0円 412,224円

1,344,333円 82,000円 1,262,333円 458,380円 102,236円 356,144円

935,490円 0円 935,490円 198,632円 47,600円 151,032円

1,273,311円 18,830円 1,254,481円 793,725円 46,100円 747,625円

1,192,199円 0円 1,192,199円 517,756円 208,828円 308,928円

787,170円 2,210円 784,960円 1,302,185円 351,586円 950,599円

1,391,735円 48,936円 1,342,799円 1,016,758円 63,500円 953,258円

708,430円 5,873円 702,557円 3,146,060円 1,699,514円 1,446,546円

21,690,389円 2,807,340円 18,883,049円 0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円

還付未済

0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円
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○ 口座振替利用率 【令和８年５月末現在】

年度 対象件数 利用件数 利用率

H27 5,409件 4,161件 76.93%

H28 5,405件 4,174件 77.22%

H29 5,394件 4,146件 76.86%

H30 5,313件 4,050件 76.23%

R01 5,317件 4,028件 75.76%

R02 5,344件 4,080件 76.35%

R03 5,367件 4,030件 75.09%

R04 5,340件 4,461件 83.54%

R05 5,252件 3,992件 76.01%

R06 5,193件 3,997件 76.97%

R07 5,059件 3,996件 78.99%

※「対象件数」は調定件数、「利用件数」は第１０期の振替依頼件数

○ コンビニ収納利用実績 【令和８年５月末現在】

年度 対象件数 利用件数 利用率

H27 5,409 件 737 件 13.63%

H28 5,405 件 811 件 15.00%

H29 5,394 件 987 件 18.30%

H30 5,313 件 1,021 件 19.22%

R01 5,317 件 842 件 15.84%

R02 5,344 件 838 件 15.68%

R03 5,367 件 772 件 14.38%

R04 5,340 件 739 件 13.84%

R05 5,252 件 774 件 14.74%

R06 5,193 件 861 件 16.58%

R07 5,059 件 758 件 14.98%

※「対象件数」は調定件数、「利用件数」はコンビニ収納を一度でもしたことがある件数

　「利用件数」は督促状や催告書等で支払ったものも含む。
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○滝沢市立学校給食センター設置条例 

昭和59年３月21日条例第８号 

改正 

平成元年６月12日条例第25号 

平成17年３月25日条例第10号 

平成25年12月13日条例第49号 

平成25年12月13日条例第50号 

滝沢市立学校給食センター設置条例 

滝沢村立学校給食センター設置条例（昭和43年滝沢村条例第19号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この条例は、滝沢市立学校給食センターの設置及び管理に関し必要な事項を定めるものと

する。 

（設置） 

第２条 滝沢市は、滝沢市立学校設置条例（昭和60年滝沢村条例第７号）に規定する小学校及び中

学校の学校給食に関する調理等の業務を一括処理する施設として、次のとおり滝沢市立学校給食

センター（以下「給食センター」という。）を設置する。 

名称 位置 

滝沢市立学校給食センター 滝沢市外山86番地18 

（職員） 

第３条 給食センターに、所長その他必要な職員を置く。 

（滝沢市立学校給食センター運営委員会の設置） 

第４条 給食センターの運営を適正かつ円滑に行うため、滝沢市立学校給食センター運営委員会（以

下「運営委員会」という。）を置く。 

（運営委員会の所掌事務） 

第５条 運営委員会は、給食センターの運営に関する重要な事項について、審議し、及び助言する。 

（運営委員会の組織） 

第６条 運営委員会は、委員21人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(１) 小学校長 
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(２) 中学校長 

(３) ＰＴＡの代表者 

(４) 滝沢市民生委員・児童委員の代表者 

３ 委員の任期は、１年とする。ただし、欠員を生じた場合における補欠の委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

（運営委員会の会長及び副会長） 

第７条 運営委員会に会長及び副会長各１人を置き、委員のうちから互選する。 

２ 会長は、運営委員会を代表し、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（運営委員会の会議） 

第８条 運営委員会は、会長が招集する。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。 

（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、給食センターの管理に関し必要な事項は、教育委員会が別

に定める。ただし、運営委員会の会議の運営、議事等に関し必要な事項は、会長が運営委員会に

諮って定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行し、昭和59年４月１日から適用する。 

附 則（平成元年６月12日条例第25号） 

この条例は、平成元年９月４日から施行する。 

附 則（平成17年３月25日条例第10号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成17年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日前に、現に改正前のそれぞれの条例の規定によりなされた処分、手続その

他の行為は、なお従前の例による。 

附 則（平成25年12月13日条例第49号抄） 

（施行期日） 
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１ この条例は、平成26年１月１日から施行する。 

附 則（平成25年12月13日条例第50号） 

この条例は、平成26年１月１日から施行する。 
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